
参加申込方法について

ＨＡＳ研 第５０回研究会 プログラム

開催日時．２０２４年３月１９日（火） １３:００～１６:２０

開催場所．ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター２階 カンファレンスルーム２Ｂ
および Zoomウェビナー （ハイブリッド形式）

＜オンラインの接続方法はご参加登録後に別途メールにてご案内いたします＞

(Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会)

テーマ： 『社会に変革をもたらす次世代モビリティ
～自動運転とMaaSの次なる展開に向けて～』

・下記のＵＲＬのフォームよりお申し込みください。（〆切は3月12日(火) です）

https://forms.gle/CkPc6om3jvXDnygz8

・参加費は無料です。

・参加申込みについてのお問合せは、下記メールアドレスまでお願いいたします。

Ｅ－ｍａｉｌ has-sec@itg.hitachi.co.jp

※お申し込みは先着順です。現地参加者数上限は30名、オンライン参加者数上限は350名です。
上限を超えた場合、お断りさせていただくことがありますので、ご了承ください。

※お申し込みは参加者ご本人様にてお願いいたします。

会場アクセス

ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター
（東京都中央区八重洲１丁目８−１６ 会場: 2階）

■JR 東京駅八重洲中央口徒歩1分

■東京メトロ丸ノ内線 東京駅 自由通路経由 徒歩7分

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/cc-tokyoeki-central/access/経路案内URL

https://forms.gle/CkPc6om3jvXDnygz8
https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/cc-tokyoeki-central/access/


（敬称略）

■ 開会挨拶

・ Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会 会長 外岡 秀行 （茨城大学 教授）

第５０回研究会  『社会に変革をもたらす次世代モビリティ
 ～自動運転とMaaSの次なる展開に向けて～』 １３ :００～１６:２０

プログラム

■ 基調講演 １３:１０～１４:００

「産総研の自動運転移動サービスの
社会実装に向けた取り組み」

■ 講演 １４:１０～１５:００

＜休憩 １０分間＞

「自動運転の高度化に向けたリスク予測制御」 

■ 講演 １５:１０～１６:００

＜休憩 １０分間＞

株式会社日立製作所 研究開発グループ
デジタルサービス研究統括本部
サービスシステムイノベーションセンタ

ＤＸエンジニアリング研究部 主任研究員 堀田 勇樹

Hitachiアカデミックシステム研究会とは・・・

日立の情報システム･ソリューションを学術研究・教育の分野で
活用している者が中心となり、管理運営するボランティア研究会で、
会員相互の研鑚と技術・情報の交流促進に寄与することを目的と
しています。
本会は学術研究・教育の分野の機関に属される方であれば、
どなたでも参加可能な研究会ですので、ぜひお気軽にお申込み
の上、ご参加ください。

http://www.has.or.jp/

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
情報・人間工学領域 デジタルアーキテクチャ研究センター
首席研究員

加藤 晋

【講師プロフィール】

明治大学大学院博士後期課程修了、博士（工学）。科学技術特別研究員を経て、1997年
通産省工業技術院機械技術研究所（のちに改組され国立研究開発法人産業技術総合研
究所）に入所。以来、自動運転、運転支援やフィールドロボットに関する研究開発に従事。
NEDO技術委員、自動車技術会学術講演会運営委員会委員など。研究グループ長などを
経て2018年より首席研究員。また、埼玉大学や東京理科大学の連携教授を兼務。

「モビリティ・イノベーション－社会実装への取組と動向」

東京大学 モビリティ・イノベーション連携研究機構 機構長
生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 教授

須田 義大

自動車の自動運転、公共交通のリデザインが注目されています。コロナ・パンデ
ミック、カーボンニュートラルへの取り組み、超高齢社会の交通安全といったモビリ
ティ社会の変革に対して、モビリティ・イノベーションへの取り組みについて、最近
の動向を踏まえて紹介します。

【講師プロフィール】

1982年東京大学工学部機械工学科卒業、同大学大学院工学系研究科産業機械工学
専攻博士課程修了（工学博士）法政大学を経て1990年東京大学生産技術研究所助教授。
カナダ・クイーンズ大学客員助教授を経て現在、東京大学生産技術研究所教授、東京大学
モビリティ・イノベーション連携研究機構長。
専門は制御動力学。鉄道、自動車などの交通システムに関する研究に幅広く従事。
自動車研究所 理事、ITS Japan理事、自動車技術会 理事・副会長、日本機械学会 理事・
副会長、軽自動車検査協会 評議員、道路交通情報センター 理事、鉄道総合技術研究所
評議員、国土交通省、警察庁、経済産業省等の審議会等の委員を歴任。

■ 総会

・ Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会 会長 外岡 秀行 （茨城大学 教授）

近年、高齢ドライバの事故の増加やドライバ不足、地方の移動手段の確保など
の社会課題の解決策の一つとして、自動運転移動サービスの社会実装への期待
が高まっています。産総研では、特に、経産省・国交省事業である「自動運転レベ
ル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト（RoAD to the L4）」
を受託し、社会実装に向けた取り組みを実施しています。
本講演では、これまでの研究・開発や実証、実運行の状況、課題等についてご
紹介いたします。

【講師プロフィール】

2006年に（株）日立製作所の研究開発グループに入社し、自動車の協調型ITSの研究
開発に従事。2010年からHitachi Europe Ltd.の研究所に出向し、欧州における協調型
ITSのプロジェクトや標準化に参画。2012年から帰任し、自動運転やコネクテッドカーの
研究開発に従事。同分野におけるアプリケーション技術や、それらを支えるソフトウェア
プラットフォーム、エンジニアリング技術に関する研究開発を専門とする。

自動車の自動運転システムは、交通事故の削減や物流の効率化等のさまざまな
社会課題の解決や、新たなモビリティサービスの発展に寄与することが期待されて
おり、実用化およびその高度化が進められています。自動運転の高度化に向けて
は、自車周辺の環境を把握した上で将来に起こり得るさまざまなリスクを予測して、
自車の行動を計画することが、以前にも増して重要になってきます。
本講演では、今後の自動運転の高度化に向けた技術課題を概説するとともに、
リスク予測制御に関する我々の取り組みについてご紹介します。

・ 日立製作所 公共部門 代表

■ 閉会挨拶

・ Ｈｉｔａｃｈｉアカデミックシステム研究会 副会長 井元 清哉 （東京大学 教授）

http://www.has.or.jp/
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